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環境コミュニケーション 
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県民・事業者・行政などが、環境に関する情報を共有し、 

お互いの理解を深めるために行う意見交換会 

【環境に関する様々な情報】 
・環境保全活動 

・環境配慮型製品の設計や製造 

・化学物質の保管状況や地震対策 

・ＣＯ２や廃棄物削減への取組 

・ＩＳＯ１４００１への取組 

・化学物質の排出量削減や環境負荷の低い物質への代替化など 

 （ＰＲＴＲ制度に基づく化学物質情報なども含む、環境活動全般） 



なぜ 環境コミュニケーションが 
必要なのか 



多様な価値観?! 

ガソリン車 VS． ディーゼル車 

人により価値観が異なり、唯一無二の正解は
存在しない 

ガソリン車 ディーゼル車 

大気有害物質
(NOx・PM）
の排出 

・少ない 

 ⇒健康影響 
   小さい 

・多い 

 ⇒健康影響 
   大きい 

燃費 

・悪い 

 ⇒CO2排出量 
   多い 

・良い 

 ⇒CO2排出量 
   少ない 



なぜ、環境コミュニケーションが必要か？ 

地域住民を始めとした、あらゆる利害関係者
とのコミュニケーションが必要 

・事業者の採用する『環境対策』が、企業
の独り善がりにならないため 

・よりよい解決策を見出す 



化学物質という言葉の印象 
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化学物質への関心 
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化学物質が不安な理由 

出典:2010年内閣府政府広報室 
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化学物質は非常に種類が多いため、その中には
有害なものがあるかもしれないから

化学物質には有害なものがあるから

事業者がきちんと化学物質の管理を行っているか
わからないから

説明を聞く機会がないなど、化学物質についてよく
わからないから

行政が必要な対策を取っているか、わからないか
ら

事業者がきちんと取組んでいないと思うから

行政がきちんと取組んでいないと思うから

自ら又は身近なところで、化学物質による健康や
動植物への影響が生じたことがあるから

その他

わからない



化学物質に関する希望する取組 
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化学物質による環境リスクとは 



我が国の化学物質管理に関する 
法制度 



排気ガス 排ガス 

塗料 

防虫剤 

殺虫剤 

化学物質のさまざまな排出源 

洗剤 

カビ取り剤 
農薬 

水域へ 

土壌へ 

大気へ 



大気・水域・土壌といった環境中に排出された 

化学物質が人の健康や動植物の生息又は生育に 

悪い影響を及ぼすおそれをいう。 

化学物質による環境リスク 



化学物質のばく露経路 

大気 

土壌 

農作物 

肉・乳製品 

魚介類 

室内空気 

家畜 

摂食 

飲用 

呼吸 

表層水 

摂食 

摂食 

呼吸 

水道水 

飲用 

地下水 

海水 



化学物質のハザードとリスク 

ハザード 

リスク 

例えば毒性や爆発性など、 

その化学物質が持っている 

危険性・有害性の度合い。 

危険性・有害性だけでなく 

化学物質に触れる量や機会も考慮した、
実際の危険や損失につながる可能性。 

ハザード（危険性・有害性） 

許容される 

物質 

許容されない 

物質 

ハザード（危険性・有害性） 

許容される
使い方 

許容されない 

使い方 

ハザード管理 リスク管理 
暴
露
量 



火薬類 

自己反応性 

有機過酸化物  

引火性／可燃性 

自然発火性 

自己反応性 

自己発熱性  

酸化性 

有機過酸化物  

急性毒性（低毒性） 

皮膚刺激性 

眼刺激性 

皮膚感作性  

急性毒性

（高毒性）  

高圧ガス  

皮膚腐食性 

眼に対する重篤な損
傷性 

金属腐食性  

呼吸器感作性 

変異原性 

発がん性 

生殖毒性 

特定標的臓器／全身
毒性  

環境有害性  

爆弾の爆発 

腐食性 

ガスシリンダー 
どくろ 

感嘆符 

円上の炎 炎 

環境 健康有害性 

化学物質の有害性(GHS表示) 
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化学物質の環境リスク 
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化学物質Ａ： 
毒性が強い 

密閉状態での使用など、 

暴露されなければ、 

そのリスクは低い。 

化学物質Ｂ： 
毒性が弱い 

毒性が弱くても、 

多量に暴露されれば、 

そのリスクは高い。 

有害性の程度 暴露量 環境リスク × ＝ 

化学物質の環境リスクは、有害性だけでは判断できない。 

その化学物質を、どれだけ暴露（摂取）するかも問題になる。 



化学物質の人体摂取量と人体影響の関係 

健
康
影
響
度 

無作用量 影響量 中毒量 死亡量 

最大無毒性量(NOAEL) 

生理機
能変化 

疾患 

死亡 

人体摂取量       

致死量 

中毒 

用量・反応関係線 

大 



化学物質のリスク評価 

推定暴露量（実際の一日の摂取量）と、 

耐容一日摂取量とを比較する。 

推定 

暴露量 

耐容一日 

摂取量 

推定暴露量  ＜ 耐容一日摂取量 ： リスクなし 

推定暴露量  ≧ 耐容一日摂取量 ： リスクあり 



ＰＲＴＲ制度と 
化学物質のリスクコミュニケーション 



「ＰＲＴＲ」とは？ 

有害性のある（有害なおそれのある）化学物質が、 

どのような発生源から、どのくらい環境中へ排出されたか、 

あるいは廃棄物として運び出されたか、 

というデータを把握・集計して公表するしくみ 

ＰＲＴＲ：Pollutant Release and Transfer Register  
 ＊           ＊              ＊           ＊ 

Pollutant 
Release 
Transfer 
Register  

（空気や水などの）汚染物 
解放する 放す 
移す 
記録・登記・登録 記録簿・登記簿・登録簿 

 ・・  環境汚染物質排出・移動登録  

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び 

管理の改善の促進に関する法律  （略称：化管法） 



「ＰＲＴＲ制度」の基本概念 
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推計 

届出 

集計・公表・開示 

利用 リスクコミュニケーション 
 

リスク削減への取り組み 

排出・移動量データ 

利用 

利用 

事業者 市民・NGO 

行政 

届出対象外の事業所 

家庭・自動車など 

【情報の共有】 
【意見の交換】 
【共通の認識】 



平成２２年のデータ 





輸送用機械器具

製造業 

26% 

化学工業 
16% 

プラスチック製品

製造業 
14% 

金属製品製造

業 

10% 

非鉄金属製造業 

7% 

出版・印刷・同関

連産業 
6% 

一般機械器具製

造業 

6% 

ゴム製品製造業 
5% 

パルプ・紙・紙加

工品製造業 
5% 

電気機械器具製

造業 

5% 

業種別排出割合 



個別事業所のPRTRの結果の 
入手方法 

  
http://www.env.go.jp/chemi/prtr/kaiji/index.h
tml 
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住民・事業者・行政などが化学物質の情報を共有し、 

対等な立場で意見の相互交換を行うこと。 
 

化学物質の環境リスクを削減するには 

どうすればよいのかを共に考え、 

取り組んでいくこと。 

効果的、効率的な、 

環境リスク削減を 

目指して！ 

化学物質のリスクコミュニケーションとは 



化学物質のリスクコミュニケーションのポイント 

●その化学物質に関係する全ての人（地域住民、 

 ＮＰＯ、製品の使用者、事業者、行政など）が、 

 リスクに関する情報を共有する。 

 （提供する情報は、リスクが低いものだけでなく 

  リスクが高いものも含める。） 

●コミュニケーションの場は、事業者や行政からの、 

 一方的な情報発信の場にせず、双方向からの 

 話し合いを行う。 

 （それぞれの立場で、すべきこと、していること、 

 できること、考えていることを伝えて話し合う。） 

●継続して行う。 

  （一回の実施では、十分に理解できない。 

  新たな知見等による変化もある。） 
 

・リスクコミュニケーションを行うことで、 

 お互いの間に信頼関係が構築され、 

 より適切な化学物質管理につながる。 

・適正な化学物質管理を行い、 

 関係者との間に信頼を築くための、 

 重要な取組みの一つである。 



環境コミュニケーションの開催を考える。 
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実施しない理由： 
 

●特に苦情がないので、必要ない。 
 

 

 

●環境活動は実施しているので、現状の活動で十分。 

  
 

●化学物質の環境負荷が小さい。 

  



環境コミュニケーションの開催を考える。 
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実施しない理由： 
 

●特に苦情がないので、必要ない。 

 → 住民は、不満があっても黙っているのでは？ 

    （いきなり「苦情申立」に発展したケースがある。） 
 

●環境活動は実施しているので、現状の活動で十分。 

 → きちんと取組んでいる活動こそ、積極的に公開すべき。 

 → 事業者が気付かない点を指摘してもらえる可能性もある。 
 

●化学物質の環境負荷が小さい。 

 → 騒音や通勤時のマナーなどに問題はないか？ 

・環境コミュニケーションは、地域の方との信頼関係を築く機会。 

・環境活動や環境配慮型製品の効果的なアピールは、 

 企業のイメージアップにつながる。 



リスクコミュニケーションとは 

 

 

 

    

   利害関係者間のリスクに関する情報と意 

 見の交換による相互理解の過程 

   

   リスクとは、化学物質の有害性とばく露量
で決まる。 



コミュニケーションのモデル図 

    Ａ  Ｂ 

Ｂは半分程度しか理解していない 

説 明 



コミュニケーションのモデル図 

    Ａ  Ｂ 

お互いに半分程度しか理解していない 

推定の理解で受け答え 



コミュニケーションのモデル図 

    Ａ  Ｂ 相互理解 

会話を重ねることで相互理解が得られる 



コミュニケーションの到達点 

• 相互理解                                                                  
相手の主張を理解すること                             
（リスクコミュニケーションの到達点） 

 

• 合意形成                                                            
相手に納得してもらうこと                                
（企業の望む到達点） 



コミュニケーション中の注意事項 

• 相手の理論が非科学的であっても、まず相
手の意見を受け止める姿勢を示す。 

• 相手の意見をよく聴く。 

• 自分の主張を繰り返すのではなく、相手の意
見に反論する。 

• 質問には、できるだけ簡潔に答える。 

• 事業者にとって都合の悪い情報も提供する。 

 



    チェック 

環境コミュニケーションの流れ 

７  .コミュニケーション 

の実施 

実行 

 反省点の抽出・ 

 改善策の検討 

1. 目標・目的の設定  
  対応方針の決定 

3. コミュニケーション 
    用資料の作成 

2. コミュニケーション 
  手段の選定 

5. 効果的な意見交換 
    のための訓練 

4. 意見交換における 
    参加者の役割分担 

6. 計画・準備完了の 

8. 事業者の発言内容等 
    のチェック 

9. 反省点の抽出と改善 
    策の検討 

計画・準備 

フォローアップ 

準備 



円滑なコミュニケーションのために 
（化学物質の環境コミュニケーション） 

• ファシリテーター（進行役）の採用 
 会議を円滑に進めるためのルール作り 
 議論を噛み合ったものに修正 
• インタープリター（解釈者）の採用 
 第三者の立場で、リスク評価ができる人 
 市民の質問に答えられる人 

 環境省は、化学物質アドバイザー（仮称）制度
を立ち上げた。
(http://www.ceis3.jp/adviser/index.html) 



ファシリテーションしない場合 

  
市民：トルエンの排出量をゼロにしろ。 

企業：法律で排出量は制限されていないの    
でゼロにする必要は無い。 

意見が平行線になり、対立のみが残る。 



ファシリテーションした場合 

 市民Ａ： トルエンの排出量をゼロにしろ。 

 工場長：法律で規制されていないから、ゼ   

      ロにする必要は無い。 

 ファ：  Ａさんのご意見はもっともだと思いま   

      す。Ａさん、なぜゼロにしなければい  

      けないとお考えなのですか。 

 市民Ａ：だって、ゼロでなければ安心できない 

      じゃないですか。 



ファシリテーションした場合 

 ファ：ということは、ゼロにすることではなく、安心 

    を求めていらっしゃるのですね。 

    工場長この点についてはどうですか。 

工場長：ああそういうことですか。 

    トルエンの有害性は、環境中に高い濃度で 

    存在した場合に生じます。 

    私たちは、工場の境界で濃度を測定してお  

    り、皆様に健康影響が生じないように常に監視して   

    います。 

 



化学物質アドバイザーとは・・・ 

 
  化学物質について、中立的立場から、 
  わかりやすく解説したり、アドバイスすることを目的としています。  

化学物質アドバイザーの目的は？ 

 ★ 化学物質の物性・有害性と人や環境への影響 

 ★ 化学物質全般に関する最新の知見 

 ★ 化管法をはじめとする化学物質関連法規 

 ★ リスクの考え方・リスク評価 

 ★ リスクコミュニケーションの考え方・手法  など 

化学物質アドバイザーが持っている知識は？ 

※ リスクコミュニケーション（環境コミュニケーション）の推進をお手伝いします。 

※ 化学物質アドバイザーの活動は営利を目的としたものではありません。 



化学物質アドバイザーの役割 

① 講演会、勉強会の講師 
 ・行政主催の「事業者向けＰＲＴＲ説明会」 
 ・行政主催の「化学物質に関する 

            市民向けシンポジウム」 
 ・企業の社内向け研修会 

 ・市民グループの勉強会 

② リスクコミュニケーションの場の解説者 
企業と市民の意見交換、 

情報共有に基づく相互理解の場へ、 

解説者（インタープリター）として参加。 

お問合せ・派遣依頼は、化学物質アドバイザー派遣事業事務局まで
http://www.env.go.jp/chemi/communication/taiwa/index.html 



環境コミュニケーションの実例 



「環境コミュニケーション」のいろいろ 

【タイトル】 
・環境コミュニケーション 

・地域対話集会 

・環境懇談会 

・地域意見交換会 

・環境報告書を読む会 

・ＲＣ（レスポンシブル・ケア）集会 

・リスクコミュニケーション 

・ステークホルダーミーティング 
 

【意見交換会以外の内容】 
・工場見学や製品紹介＋環境への取組紹介 

・お祭り（敷地を開放してのイベント）＋環境への取組紹介 

・環境に関する講演会（外部講師など）＋環境への取組紹介 

・環境報告書やＣＳＲレポートの内容紹介 

・地域住民による環境パトロールやモニター活動 

※ ○○集会、○○する会などの 
  親しみやすい名称が多い。 

※ お祭りや講演会などの同時開催で、
日頃は交流のない住民でも参加 
しやすくなるよう工夫している。 



環境コミュニケーションの事例 １ 

県のモデル事業。 県が、市民や事業者に対し、事前の研修会など支援を行い、 
協力市民団体・協力事業者を募集してコーディネートしたケース。 

【参加者】 
●事業者の挨拶 

●参加者全員の自己紹介 

●市の化学物質排出状況説明 

●県の化学物質対策説明 

●事業者の環境への取組紹介 

●工場見学（生産現場や処理施設） 
●意見交換会 

ファシリテーター  
化学物質アドバイザー
市民団体・地域住民 
商工会議所 
行政（県・市） 
事業者 

傍聴者 

 ： 
 ： 
 ： 
 ： 
 ： 
 ： 
 ： 

２名 
１名 
７名 
1名 
２名（＋控え４名） 
６名（＋控え８名） 
２１名 

【プログラム （3.5時間）】 

意見交換会の様子 



環境コミュニケーションの事例 ２ 

県のモデル事業。 小規模事業者が少ない負担で開催できるよう配慮したケース。 

【参加者】 
●開会の挨拶 

●工場概要説明・工場見学 

●県の化学物質への取組説明 

●意見交換会（対話集会） 

ファシリテーター 
化学物質アドバイザー
地域住民 
周辺事業者 

行政 

事業者 

： 
： 
： 
： 
： 
： 

１名 
１名 
３名 
２名 
２名 

２名（＋控え４名） 

【プログラム （1.5時間）】 

意見交換会 工場見学 



意見交換会での質疑応答の例 1 
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・地震や火災があったら 

 どうなりますか？ 

地震でタンクが破損しても、 
防液堤という囲いで薬品の漏洩を防ぎます。 
防液堤は、震度６まで耐えられます。 
 

自衛消防隊が、年２回消防訓練をしています。 
 

薬品取扱者には、社内基準による教育を実施し、 
理解度テスト合格者だけがその作業にあたります。  
 

通常の操業時だけでなく、災害時の対策への関心が高い。 



意見交換会での質疑応答の例 2 
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臭いが気になる。 ・事業者が気付いていない苦情が 
 寄せられることも多い。 
 → 今後の改善事項に。 
 

・ポイ捨てなど悪い面は目立つが、 
 逆に周辺の清掃活動などに感謝 
 されることもある。 
 → 地域の人は、よく見ている。 
    日ごろの活動が大切。 
 

・除草剤は、注意していなかった。 
 → 製造に直接関係がない 
   物質の使用にも配慮が必要。 

従業員が 

タバコをポイ捨てする。 

敷地に撒く除草剤はなに？ 

すぐ傍を犬の散歩で通って
も大丈夫？ 

「環境」に関する意見は、多種多様。 



シャープ福山工場リスコミ事例 

• 開催日: 2005年7月12日 

 

• 参加者:地元自治会、NGO、大学生、高校教師、行
政、シャープ関係者、鳥羽水族館技術者、化学物質
アドバイザー、ファシリテーター 

 

• 業種:半導体製造工場 

• 排出物質:フッ素化合物、2-アミノエタノール(全て排
水中に排出) 

  

 



スケジュール(時間:13:30～16:30) 

• 事業者挨拶 
以下ファシリテーターの進行で 
• 自己紹介 
• 高校の先生から「淡水魚タナゴ」に関する基調講演 
• シャープ所長から環境サイトレポートの説明 
• 工場見学 
• 化学物質アドバイザーから、シャープ福山工場のPRTR結

果に関する解説 

• 鳥羽水族館学芸員から「水族館の水質管理」に関する説
明 

• 福山市技師から、福山市のPRTR結果について説明 
• 質疑応答 



ご清聴ありがとうございました 

(株)環境情報コミュニケーションズ 

大歳 幸男 

otoshi@enics.co.jp 


